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気泡の特徴を利⽤した地盤を掘削する⼯法

気泡掘削⼯法

気泡安定液
(AWARD-Ccw工法)

気泡掘削工法は、気泡の特徴を利⽤し地盤を掘削する工法です。土と気泡を混合した気泡混合土（気泡
安定液）は流動性、止水性、溝壁の安定性、固化材の混合性が優れているとともに，非硬化性であることから
品質・施工性向上とともに従来工法では施工が難しい地盤での対応が可能となります。また、気泡は消泡させる
ことにより排泥量が⼤幅に減少し、かつ止水性が⾼いので逸泥・逸水を抑制でき、環境負荷低減につながります。
さらに、施工サイクルの短縮や固化材量を削減できるので、コスト削減が図れます。また、従来工法の設備に小
型の気泡プラント（気泡発生装置、消泡剤調整槽）を追加することで施工可能です。

気泡発生装置 消泡剤調整槽

気泡掘削工法は各種の施工法・施工機械に適⽤可能であり、現在ソイルセメント地中連続壁と深層地盤改良の
施工機械に適⽤して4種類の新工法が実⽤化されています。

気泡掘削⼯法

気泡掘削⼯法の種類
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気 泡 混 合 土
( テ ー ブ ル フ ロ ー 試 験 状 況 )

気 泡

微 細 気 泡

気泡の特徴 気泡の作用 気泡掘削工法の効果

気泡安定液に消泡剤を添加すると、気泡は集積・浮上
して消泡、減容化します。

気泡は80~120μmの微細な粒径である。また、気泡は
非硬化性のため、施工時間の制約が小さくなります。

気泡の特徴を活⽤することで「品質・施工性の向上」「環境負荷の低減」「コストの削減」に貢献します。

環境負荷低減 コスト削減
(直接工事費10~20%削減)

施工サイクル
短縮逸泥・逸水

低減

適⽤地盤の範囲拡⼤
逸水地層(砂礫地盤など)、硬質地盤、
障害物混⼊地層、⼤深度施工など

加水量低減

均質で⾼い強度発現

産廃処理費削減

固化材量削減
地下水汚染抑制

産廃運搬⾞両削減
CO2排出量削減

産廃量
削減

品質・施工性向上

排泥量
削減

気泡を消泡させることで、気泡体積分の減容化 気泡が溝壁地盤の間隙に貫⼊して不透水層を形成

掘削時、土粒⼦間に微細気泡が混⼊してベアリングの
役割を果たし、流動性が増加します。

溝壁⾯に微細気泡が貫⼊して不飽和層を迅速に形成
し、不透水層の造成と溝壁内圧が有効に作⽤します。

ベアリング効果

不飽和層形成

非 硬 化 性

⻑ 期 に わ た る
流 動 性 保 持

容 易 な 減 容

高 い 止 水 性

高 い 流 動 性
高 い 混 練 性

微細気泡 ・非硬化性

凡例○気泡 土粒子

気泡混合土

気泡
混⼊
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締め固まった土

土粒⼦間の摩擦が作⽤ 土粒⼦間に気泡が
混⼊し摩擦が低減

ベア リ ン グ効果

消泡性 不飽和層形成

気泡混合土 消泡後の土の状態

消泡剤添加
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気泡混合直後の溝壁 気泡貫入後の溝壁

気泡安定液 原地盤 気泡安定液 原地盤不飽和層

内圧内圧

気泡のベアリング効果により、締め固まった土でも流動性を確
保

容易な施工管
理
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気泡の特徴と作⽤

気泡掘削⼯法の効果


